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１ はじめに 

  都市化が急速に進んできた横浜は、様々な開発等により、その風景は様変わりしてい

ます。山を切り崩し、海岸では埋立てを行うなど、旧状から大きく変化していますが、

中世からの景観や原風景を今に残している貴重な場所が、市内にはいくつかあります。 

今回の講座では、発掘調査がなされた寺尾城跡を代表として、中世以降の城郭等（お

城など）を見ていくことで、横浜の城郭を再発見していき、その特徴（魅力）を再確認

していきたいと思います。 

 

２ 城郭概観（図１） 

(1) 分布状況 

   市内には 40か所（伝承地を含む）認識されている。 

その中で、城としての何らかの痕跡が確認されているものは ７か所。 

 (2) 時代 

   14世紀末～16世紀にかけて、または近代。 

 (3) 形態 

   丘陵や台地といった、地形を巧みに利用した山城（丘城）。 

 

３ 築城 

 (1) 築城地選定 

交通や戦略・戦術上重要な場所で、起伏のある所。 

(2) 普 E

ふ

AAE請 E

しん

A（建築方法） 

丘陵や台地の地形を活かして、堀を掘り、土塁を盛り上げて築き上げたもの。 

 (3) 近世城郭との違い 

   壮大な石垣・輝く御殿・白亜の天守閣はなく、有事の際、防御力・攻撃力ともに高

く、使い勝手を純粋に追及したもの（軍事拠点）。 
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図１ 城郭位置図              (公財)ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター提供 
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４ 城郭紹介 

 (1) 寺
てら

尾
お

城（図２） 

遺 跡：鶴見区№64遺跡 

   所在地：鶴見区馬場三丁目６番付近 

城 主：諏訪三河守 

   時 代：15世紀 

   遺 構：空
から

堀
ぼり

・土
ど

塁
るい

 

   調 査：発掘調査（2016年実施） 

 

 

図２ 寺尾城位置図 
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 (2) 小
こ

机
づくえ

城（図３） 

遺 跡：港北区№168遺跡 

   所在地：港北区小机町 737番付近 

   城 主：山内上杉氏 

   時 代：12世紀頃 

   遺 構：曲
くる

輪
わ

・空堀・土塁・土
ど

橋
ばし

など 

   調 査：本格的なものは未実施 

 

 

図３ 小机城位置図 
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 (3) 篠
しの

原
はら

城（図４） 

遺 跡：港北区№206遺跡 

   所在地：港北区篠原町 2579番付近 

   城 主：金子出雲守 

   時 代：15世紀～16世紀 

   遺 構：空堀・平
ひら

場
ば

・通路・土
ど

坑
こう

 

   調 査：発掘調査 

 

 

図４ 篠原城位置図 
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 (4) 榎
えの

下
した

城（図５） 

遺 跡：緑区№78遺跡 

   所在地：緑区三保町 2029番付近 

   城 主：上杉憲清 

   時 代：14世紀頃 

   遺 構：空堀 

   調 査：発掘調査 

 

 

図５ 榎下城位置図 

 

整理室２
テキストボックス
6



 (5) 茅
ち

ヶ
が

崎
さき

城（図６） 

遺 跡：都筑区№168遺跡（市指定史跡） 

   所在地：都筑区茅ヶ崎東二丁目 25番付近 

   城 主：扇谷上杉氏 

   時 代：14世紀～16世紀 

   遺 構：曲輪・空堀・土塁・土橋・平場・道路・溝・柱
ちゅう

穴
けつ

列
れつ

・塀・井戸など 

   調 査：発掘調査 

 

 

図６ 茅ヶ崎城位置図 
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 (6) 神
か

奈
な

川
がわ

台
だい

場
ば

（図７） 

遺 跡：神奈川区№73遺跡 

   所在地：神奈川区神奈川一丁目 17番３外 

   普 請：伊予松山藩 

   時 代：近代（幕末～明治） 

   遺 構：石垣・取
とり

渡
わた

り道 

   調 査：発掘調査 

 

 

図７ 神奈川台場位置図 
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５ おわりに 

 

 

用語解説 

 縄
なわ

  張
ばり

：城郭の範囲やその設計をすること。 

 曲
くる

  輪
わ

：人為的に区画された平坦な場所。建物が建築されることもある。本丸等に

使用されると「郭
くるわ

」を用いる。 

 腰
こし

 曲
くる

 輪
わ

：主たる曲輪に付随して造られる、小規模な曲輪。 

堀 E

ほり

A  ：地面を溝状に掘って造る。水が充填されれば水堀となり、それ以外は空堀。 

 竪
たて

  堀
ぼり

：堀の一種。斜面に対して直行（竪に）して掘る。 

 堀
ほり

  切
きり

：丘陵や台地に対して、堀を掘って人工的な谷を造り、地形の連続を分断す

る。 

 土
ど

  塁
るい

：土を盛り上げて障壁を造る。 

 土
ど

  橋
ばし

：堀を一部掘り残したり、または盛土して造る連絡橋。 

 虎
こ

  口
ぐち

：城郭の出入り口。 

 台
だい

  場
ば

：幕末、外国の脅威から防衛目的として、幕府の命により造られた人工島。

砲台として機能する。 

 取
とり

渡
わた

り道
みち

：台場に入場するための連絡通路。 
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